
平成２７年度 岩手県林業技術センター・（研）森林総合研究所      

東北支所・林木育種センター東北育種場合同成果報告会 

            （開催報告） 

  

 森林の国土保全、水源かん養、生物多様性保全など多面的な機能を持続的に発揮させな

がら、近年増大する地域の木材需要に対応し、さらに、東日本大震災からの復興、東北地

域特有の森林施業や林木育種、木材の高付加価値化といった課題に対処するために、国と

県の連携のもと技術開発に取組むことが欠かせません。そこで、「岩手県林業技術センタ

ー」、「国立研究開発法人森林総合研究所東北支所」及び「同林木育種センター東北育種

場」では、合同の成果報告会を企画しました。平成２８年２月３日（水）に岩手県水産会

館ホール（盛岡市）で開催された「合同成果報告会」では，林業普及指導員、林業関係機

関及び林業関係団体等を対象に最新の研究成果を報告し、情報共有及び意見交換を行いま

した。 

 

 当日は、岩手県行政・研究関係者、東北森林管理局・森林管理署等の国有林、各県公

設林試、森林組合等、各種団体、民間企業・個人、報道機関及び当所関係者併せて 116

名の出席がありました。 

 

 午前は、東北支所から天野（森林資源管理研究グループ長）による「東北地方の一貫

作業の取り組み」、林木育種センター東北育種場から宮本（育種課主任研究員）による

「抵抗性クロマツの種子生産性の量的・質的向上について～SMP（袋かけをしない簡易

人工交配）の活用～」と題する報告を含めて４題、午後は岩手県林業技術センターから

５題の報告が行われ、どの報告も来場者から多くの質問や要望が出され、今後も継続的

に研究を進めていく必要があります 

 また、会場の収容数に比して来場者が多く、アンケート結果では広い会場を求める意

見もいただきました。 

 

  ご来場の皆様、お忙しいところお越しいただき、ありがとうございました。 



 


